
科目の情報 令和７年度

科目コード E317

授業科目名 放射線衛生学
授業科目名（英文） Radiation Biology and Management
講義室等 6103
学科 産業衛生科学科
対象学年 3年
開講学期 前学期
必修・選択の別 選択
単位数 1
時間数 15
該当ディプロマ ◎産ＤＰ-２・作業環境管理学
該当コンピテンス ◎産ＣＰ-２、〇産ＣＰ-４、△産ＣＰ-６
学科
対象学年
開講学期
必修・選択の別
単位数
時間数
該当ディプロマ
該当コンピテンス
担当教員 岡﨑　龍史
授業の概要 放射線は1895年にレントゲンによりX線が発見され120余年の歴史があり、医療を

含め、あらゆる産業分野において欠かすことのできないものとなっている。一方
で、原子力発電所事故などを経験し、過度の不安を抱いていることがしばしばあ
る。有害業務の管理に当たって、作業環境測定法においても第1種作業環境測定
士による作業環境測定を要する指定作業場5種の一つに放射性物質取扱作業室が
ある。ここでは、放射線の物理、生物学的影響、管理体系、測定法などに習熟
し、作業環境測定士として必要な基礎知識を学修する。

授業の到達目標
（学修効果）

1.放射線の種類と性質、線量単位を説明することができる。
2.放射線の基本的作用機序について具体的に述べることができる。
3.放射線の生物作用、人体及び集団への影響を説明することができる。
4.放射線の利益、危険性について正しく評価できる。
5.放射線防護（放射線管理）の基本的事項について説明することができる。

予習復習の所要時間 講義時間16時間(2時間×1コマ×8回)+予習・復習15時間
成績評価方法 参加の姿勢（10％）、レポート（20％）、筆記試験（70％）で60点以上を合格と

する。
教科書 特に指定しない　（講義時に随時プリントを配付）
参考書 環境省「放射線による健康影響等に関するポータルサイト」

http://www.env.go.jp/chemi/rhm/portal/
作業環境測定協会「J-2 作業環境測定ガイドブック2　電離放射線関係「第3版」
2018年（日本作業環境測定協会）（既蔵書）大西武雄監「放射線医科学」2016年
（医療科学社）（既蔵書）
よくわかる放射線・アイソトープの安全取扱い―現場必備!教育訓練テキスト－
（2020、日本アイソトープ協会）

その他 第1種作業環境測定士による作業環境測定を要する指定作業場に関連し、卒業要
件に密接に関係する科目



放射線衛生学 令和７年度

回 年月日
曜
日

時限 授業の形態 講師
非
常
勤

備考

放射線衛生学概論（放射線の種類と性質、
利用状況）

永元　啓介 1

予習
復習 講義資料に基づき復習

放射性同位元素と放射線の発生機序 永元　啓介 1
予習
復習 講義資料に基づき復習

放射線の人体への影響Ⅰ（早期障害、胎児
障害）

香﨑　正宙 1

予習
復習 講義資料に基づき復習

放射線の人体への影響Ⅱ（晩発障害、継世
代影響）

香﨑　正宙 1

予習
復習 講義資料に基づき復習

放射線関連法令 岡﨑　龍史 1
予習
復習 講義資料に基づき復習

放射線安全取扱 岡﨑　龍史 1
予習
復習 講義資料に基づき復習

放射線安全管理（線源管理、作業環境管
理、個人管理）

岡﨑　龍史 1

予習
復習 講義資料に基づき復習

サーベイメータ、ホールボディカウンター
測定演習

岡﨑　龍史 1

予習 香﨑　正宙 1
復習 レポート課題 永元　啓介 1

栗山　知子

8 R7.6.3 火 Ⅲ 演習・実習

授業計画(講義・演習・実習）
非常勤講師(学内：１　学外：２）

講義

授業項目

1

2

3

4 火 Ⅲ 講義

講義

6 R7.5.20

火 Ⅲ7

火 Ⅲ 講義

5 R7.5.13 火 Ⅲ

火 Ⅲ

E317

R7.4.1 火 Ⅲ 講義

R7.4.8 火 Ⅲ 講義

講義

R7.4.15

R7.4.22

R7.5.27


